



















Development of a mechanical circulatory system 






































































ある Carpent ie r-Edwards  Classic  r ing（以下 Rigid  Ring）およびシリコーンを芯材と
する Duran  Flexible  r ing（以下 Flexib le  Ring）を対象として人工弁輪の性能比較を
行っている．その結果，弁が開放する心拡張期の過程や，弁が閉鎖する心収縮期




































第 5 章では第 3 章で開発した循環シミュレータを用い，人工弁輪の特性評価だ
けではなく，シミュレータの応用例として人工弁輪を用いない僧帽弁形成術の有
効性の把握に貢献できるかを検討することを目的に評価を実施している．僧帽弁
閉鎖不全を再現した病態モデルに対し，人工腱索再建術および  “Edge  to  Edge”  
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